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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月19日(2010.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
オキサホスホランが式 (III) 
【化１】

［式中、AはC1-C18 -アルキル、 C6-C18-アルキルアリール、C6-C18-アルアルキルまたは
アリールである。］ 
に相当する、請求項６に記載の方法。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　オキサホスホランは好ましくは式 (III)
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５



(2) JP 2007-254741 A5 2010.5.6

【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　本発明の混合物は０．００５重量％より多い塩化物含有量を有していない。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　オキサホスホランは好ましくは粉末として添加しそして該オキソホスホランの平均粒度
は好ましくは0.1～1000 μm、特に好ましくは10～300μm である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　有利なポリメチルメタクリレートは以下のモノマーの１種以上のホモ－またはコポリマ
ーである：１～２０の炭素原子数のアルキルを有する（メタ）アクリル酸モノマー、例え
ば（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸 n-プロ
ピル、（メタ）アクリル酸イソプロピル、（メタ）アクリル酸 n-ブチル、（メタ）アク
リル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸第二ブチル、（メタ）アクリル酸第三ブチル、（
メタ）アクリル酸 n-ヘキシル、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル、（メタ）アクリル
酸 n-オクチル、（メタ）アクリル酸 2-エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸イソオクチ
ル、（メタ）アクリル酸 n-デシル、（メタ）アクリル酸ドデシル、（メタ）アクリル酸
トリシクロデシル、（メタ）アクリル酸ヘキサデシル、（メタ）アクリル酸オクタデシル
、（メタ）アクリル酸ボルニル、（メタ）アクリル酸イソボルニル、（メタ）アクリル酸
メチル、（メタ）アクリル酸フェニル、（メタ）アクリル酸 1-ナフチル、（メタ）アク
リル酸ベンジル、（メタ）アクリル酸 2-ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル酸シアノ
アルキル、アクリルアミド、置換アクリルアミド類、例えば N,N'-ジメチルアクリルアミ
ドおよびN-ビニルピロリドン、N-ビニルカプロラクタム、N-ビニルピペリジンおよびアク
リロニトリルがある。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
　熱可塑性ポリマーは好ましくはハロゲン含有ポリマー、例えばポリクロロプレン、塩素
化ゴム、イソブチレン－イソプレンの塩素化および臭素化コポリマー（ハロブチルゴム）
、塩素化またはクロロスルホン化ポリエチレン、エチレンと塩素化エチレンとのコポリマ
ー、エピクロロヒドリンのホモおよびコポリマー、特にハロゲン含有ビニル化合物のポリ
マー、例えばポリ塩化ビニル、ポリビニリデンクロライド、ポリフッ化ビニル、ポリビニ
リデンフルオライド；およびそれらのコポリマー、例えば塩化ビニル－ビニリデンクロラ
イド、塩化ビニル－酢酸ビニルまたはビニリデンクロライド－酢酸ビニルである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１４２】
　熱硬化性ポリマーは好ましくは飽和および不飽和の多塩基性カルボン酸、ジカルボン酸
またはそれの酸無水物と多価アルコールおよび架橋剤としてのビニル化合物とのコポリマ
ーエステルから誘導される不飽和ポリエステル樹脂（ＵＰ樹脂）であるのが有利である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７０】
　ポリマーは置換されたアクリレート類、例えばエポキシアクリレート類、ウレタンアク
リレート類またはポリエステルアクリレート類から誘導される、架橋性のアクリル酸樹脂
が有利である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９１】
　全ポリマー含有量を規準として1～50重量％の他の硬化性コポリマーを好ましくは添加
することができる。例えばブタジエンまたはイソプレンとスチレン、α－メチルスチレン
、アクリレートまたはメタクリレート、アクリロニトリルモノマー、エチレン、エチレン
－プロピレンコポリマーおよびエチレン－プロピレン－ジアミンターポリマー、エチレン
－エチレンオキサイドコポリマー、天然ゴム、ノルボルネンポリマー、例えばポリシクロ
ペンタジエン、水素化スチレン－イソプレン－スチレンコポリマーおよびブタジエン－ア
クリロニトリルコポリマーを添加してもよい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１４】
　例１５（実施例）：
　60重量部のアリール化ポリフェニレンエーテル、46重量部のトリアリルイソシアヌレー
ト、例１の25重量部の反応性難燃剤、15 重量部のHU-119 (silicone, Dow Corning Toray
 Silicone, Inc.)およびトルエンに溶解した4重量部の促進剤 (（Ｒ)Par butyl P；日本
油脂株式会社)から樹脂を製造する。樹脂の割合50%の厚さ100μm  のプレプレグを、ガラ
ス繊維を樹脂に浸漬することによって製造する。８枚のこれらのプレプレグを互いに重ね
て保存する。35 μm の厚さの銅性フィルムを一番下と一番上に置きそしてこのスタック
を 4 Mpaの圧力、170℃で100分間加熱圧縮する。1 mm の厚さの積層体が得られる。試験
体のサイズに切り取る。難燃剤含有量、達成されたTg値および達成されたUL-94分類を表
３に示す。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１６】
　例１７（実施例）：
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　1 kg のRicon XBK 250（スチレン-ブタジエン-ジビニルベンゼン－ターポリマー：Rico
n Resins, Inc., Grand Junction, CO) を1 kgのトルエンに溶解し、そして不純物を300
μm の篩に通して除く。100ｇのトルエンに溶解した 45 g のジクミルペルオキシドの溶
液を上記溶液中に計量供給する。1 kg の合成の珪酸マグネシウム-アルミニウム(INCOR C
orporation,HC-ll, 400 μm) および例１の1150 g の反応性難燃剤をゆっくり混入する。
更に600 g のトルエンを、混合物の均一化を促進するために添加する。溶液の固形分含有
量は50～60%である。この混合物を再び50μm の篩に通して分級する。 E-ガラス繊維をこ
の溶液で被覆し、以下の組成物を得た： 20重量％のガラス繊維、 40% のポリマーおよび
40%のフィラー。被覆された繊維を300℃で硬化させる。６つの層および銅製フィルム層を
プレスして積層体を得る。試験体のサイズに切断する。難燃剤含有量および達成された U
L-94 分類を表３に示す。
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